
 

報告第2号 

 

専決処分について 

 

 

 次の事項について、令和2年7月1日付けで別紙のとおり専決処分したので報告し、

承認を求める。 

 

 

  令和2年9月1日提出 

 

 

春日市長 井 上 澄 和        

 

 

訴訟事件の和解について 

 

 

提案理由 

 福岡地方裁判所平成30年(ワ)第1288号損害賠償請求事件に関し、裁判所の和解の提

案に基づき緊急に訴訟上の和解をする必要が生じたが、市議会を招集する時間的余裕

がなかったため、地方自治法(昭和22年法律第67号)第179条第1項の規定により専決処

分したので、同条第3項の規定により、これを市議会に報告し、その承認を求めるも

のである。 



 

専 決 処 分 

 

地方自治法(昭和22年法律第67号)第179条第1項の規定により、福岡地方裁判所平成

30年(ワ)第1288号損害賠償請求事件に関し、裁判所の和解の提案に基づき訴訟上の和

解をすることについて、次のとおり専決処分する。 

 

令和2年7月1日 

 

 

春日市長 井 上 澄 和        

 

1 事件名 

  福岡地方裁判所平成30年(ワ)第1288号損害賠償請求事件 

 

2 和解当事者 

 (1) 原告 

   春日市○○○丁目○○番地○ 

   ○○ ○○○ 

 (2) 被告 

   春日市 

 (3) 補助参加人 

   東京都品川区○○○○丁目○○番○号 

   ○○○○○○○○○○○ 

 

3 和解条項案の内容 

 (1) 被告は、原告に対し、本件解決金として、80万円の支払義務があることを認め

る。 

 (2) 被告は、原告に対し、前号の金員を、令和2年7月31日限り、原告が指定する預

金口座に振り込む方法により支払う。ただし、振込手数料は被告の負担とする。 



 

 (3) 補助参加人は、原告に対し、本件解決金として、120万円の支払義務があるこ

とを認める。 

 (4) 補助参加人は、原告に対し、前号の金員を、令和2年7月31日限り、原告が指定

する預金口座に振り込む方法により支払う。ただし、振込手数料は補助参加人の

負担とする。 

 (5) 被告は、補助参加人に対し、補助参加人が原告に支払った既払金の求償として、

12万1,977円の支払義務があることを認める。 

 (6) 原告と被告は、原告の健康保険の療養の給付及び傷病手当金の支給に関し、被

告が○○○○○○○○○○に対し、14万2,934円の支払義務があることを確認す

る。 

 (7) 原告と補助参加人は、原告の健康保険の療養の給付及び傷病手当金の支給に関

し、補助参加人が○○○○○○○○○○に対し、21万4,402円の支払義務がある

ことを確認する。 

 (8) 原告、被告及び補助参加人は、原告の国民健康保険の療養の給付に関し、補助

参加人が春日市に対し、7万7,918円の支払義務があることを確認する。 

 (9) 原告は、その余の請求を放棄する。 

 (10) 原告、被告及び補助参加人は、原告と被告との間及び原告と補助参加人との

間並びに被告と補助参加人との間には、本件に関し、この和解条項に定めるもの

のほかに何らの債権債務がないことを相互に確認する。 

 (11) 訴訟費用及び参加費用は、各自の負担とする。 

 

4 事件の経過 

 (1) 原告は、平成29年2月9日、春日市総合スポーツセンター温水プール内更衣室に

おいて、当該更衣室に設置されていた丸椅子に座ったところ、当該丸椅子の脚が

壊れたため後方へ転倒し、右膝関節挫傷、腰部捻挫、頸椎捻挫等の傷害を負った

として、平成30年4月20日、春日市を被告とする損害賠償請求の訴えを福岡地方

裁判所に提起した。 

 (2) 被告春日市は、応訴し、公の営造物の設置管理の瑕疵の有無、事故と原告の症

状との因果関係等を争っていた。 

 (3) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○は、



 

平成31年4月23日、被告春日市を補助するため訴訟への補助参加の申出を行った。 

 (4) これに対し、令和元年11月29日、訴訟の長期化を避けるとともに今後の紛争の

防止を図るため福岡地方裁判所から和解が提案されたものである。 

 

5 和解条項外の市負担額について 

 (1) 上記事件における国民健康保険の療養の給付に関して市が負担する額は、5万

1,946円とする。 

 

6 市の負担額 

項目 金額 

解決金 80万円 

補助参加人既払金の求償 12万1,977円 

原告の健康保険の療養の給付及び傷病手当

金の支給 

14万2,934円 

原告の国民健康保険の療養の給付 5万1,946円 

合計 111万6,857円 

 

  

 


